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その他、発掘調査に至るまでの条件整備、調査中の調整等について施主をはじめとする皆様には

多大なご理解とご協力をいただき、調査が円滑に進行し無事に終了することができました。ここに

深く感謝します。
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れて掘立柱建物群が確認されている。那珂遺跡群第19・24次等ではこのころ出土する初期五は、比

恵遺跡群では出土せず、掘立柱建物との関連が指摘されている。

古代以降、比恵遺跡群で確認できる遺構の数は激減しており、集落の中心は那珂遺跡群に移行する。

比恵遺跡、那珂遺跡群周辺の遺跡では、板付遺跡があり、日本最古の水田遺跡、弥生時代前期の

環濠集落などがあり、弥生時代前期末の斐棺墓から細形銅剣・銅矛が出土している他、弥生時代後

期の竪穴住居からは小銅鐸が出土し、国指定史跡となっている。さらに南側の井尻遺跡では弥生時

代の集落と聾棺墓が検出され、青銅器生産関連遺構やガラス勾玉鋳型が出土し、工房があったとさ

れている。また、 7世紀末から 8世紀初頭には寺院・官街遺構が営まれている。
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比恵遺跡群

6 板付遺跡

11 下月隈C遺跡群

16 井尻B遺跡群

21 南八幡遺跡群

2 那珂遺跡群 3 山王遺跡群 4 雀居遺跡

7 高畑遺跡 8 五十川遺跡群 9 諸岡A遺跡群

12立花寺B遺跡群 13 井相田D遺跡群 14仲島遺跡群

17 三筑遺跡 18 麦野A遺跡群 19麦野B遺跡群

22須玖遺跡群

第 1図比恵遺跡群位置図（1/25,000)
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5 那珂君休遺跡群

10諸岡B遺跡群

15井相田C遺跡群

20麦野C遺跡群





lは須恵器の杯である。残存高は約2.6C m、底部の径は約9.6C mである。 2、3は土師器の歪で

ある。 2は残存高約3.9C m、底部の径は約7.4C mで、ある。 3は残存高約4.1C m、底部の径は約7.8

C mである。器面は2、3ともに風化が激しい。

2）士坑（SK)

SK007（第3・4図） B 2区で検出した。幅は東西約1.6m、南北約1.2m、深さが約0.13mを測

る。初めは井戸と考え掘削していたが、底が浅く八女粘土上面で底となった。水の湧水も無かった

ので土坑とした。古墳時代後期のものである。

出土遺物（第4図）
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第3図第128次調査区遺構配置図（1/80)
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SD002実測図（l/60)SK007実測図(1/40）および出土遺物実測図(1/3)第4図

6は土師器

6は小

である。

5は壷で高さは約28.4C m、最大径は約30.2C mがのこる。外面に刷毛目調整がみられる。

型の査である。高さは約4.1C m、幅は約5.4C mが残る。

SK024（第3・5図） B -2区で検出した。幅は東西1.2m、南北約0.96m、深さは約0.08mを測

る。古墳時代後期のものである。

出土遺物（第5図）

7は須恵器の高坪である。高さは約5C m、幅は約11.8C mが残る。

SK018（第3・5図） B -2区で検出した。幅は東西約0.96m、南北約0.88m、深さは約m0.16を
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5、口径は13C m、幅は14.6cmで、ある。4は須恵器の杯である。残存高は約4.1C m、
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第5図 SK018 ・ 024 ・ 039 ・ 044実測図（1/40）および出土遺物実測図（1/3)

測る。遺物は図化できなかったが、古墳時代後期から古代にかけてのものであろう。

SK039（第3・5図） B -2区で検出した。幅は東西約0.44m、深さは約0.24mを測る。遺物は細

片が多く図化できなかったが、 SK018と同じく古墳時代後期から古代にかけてのものであろう。

SK044（第3・5図） A 2区で検出した。幅は東西約0.64m、南北約1.08m深さは約O.lmを測る。

3）その他の遺物

最後にピット（SP）、包含層001(SX）の遺構検出時の出土遺物について報告を行う。

ピット（SP)

SP005（第3・6図） B 1区で検出した。 8、9は須恵器の杯である。 8は高さ約 3C m、底

径約9.4C mを測る。脚部に刻み目が残る。 9は高さ約1.3C m、底径は約10C mが残る。

SP046（第3・6図） A-2区で検出した。 10は須恵器の坪である。高さは約1.5C m、底径は約

14 C mが残る。

SP010（第3・6図） B 1区で検出した。 11、12は須恵器である。 11は坪である。高さは約3.1

C m、口径は10C m、幅は12.2C mで、ある。 12、は高杯である。 12は高さ約6.5C m、幅は約10.6C 

mで、ある。外面上部はカキ目、下部は回転ナデを施す。内面は絞りの後回転ナデを施す。 13は士錘

である。高さは6.1C m、幅は1.4C mで、ある。

SP023（第3・6図） B -2区で検出した。 14は須恵器の高杯である。高さは約10.3C m、幅は約

5 C mである。

SP026（第3・6図） B -2区で検出した。 15は土師器の歪である。高さは約4C m、幅は約8

C mが残る。

SP009（第3・6図） B -1区で検出した。 16は須恵器のハソウである。高さは約6.2C m、幅は

。。
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第6図 ピット出土遺物実測図（1/3)

9.4 C mで、ある。

SX001「1.概要」で少し触れたが、調査区の南側に黒褐色シルト層からなる包含層をSXOOlと

し、古代を中心に中世の遺物をまばらに含む。

出土遺物（第7、8図）

17～36は須恵器である。 17、18は杯蓋である。 17の高さは約2.1C m、幅は約13C m、つまみの

径は2.6C mが残り、回転ヘラナデを施す。 18の高さは約2.8C m、幅は17C mが残り、ロクロナデ

を施す。 19～24は杯身である。 19の高さは約2.9C m、口径10.2C m、幅12C mであり、回転ナデを

施す。 20の高さは約2.1C m、底径は9.6C mで、あり、回転ナデを施す。 21の高さは約1.9C m、底径

は12.2C mが残る。 22の高さは約1.1C m、底径は10C mが残る。 23の高さは2.7C m、口径は約13.2

C m、底径は約9.1C mであり、回転ナデを施す。 24の高さは3.7C m、幅は約10.8C mが残る。内

面は回転ナデ、外面はヘラ削りを施す。 25～31は高杯である。 25の高さは約3.5C m、幅は11.8C 

m、底径は8cmである。外面にカキ目を施す。 26の高さは約3.4C m、幅は約12.4C mが残る。 27

の高さは約6.4C m、底径は11C mが残る。脚部に回転ナデを施す。 28の高さは約6.4C m、幅7.8C 

mが残る。脚部に回転ナデを施す。 29の高さは約9.8C m、幅は9.2C mが残る。 30の高さは約8C 

m、幅は約 8C mが残る。脚部に回転ナデを施す。 31の高さは約 9C m、幅は約6C mが残る。

脚部に回転ナデを施す。 32～34は査である。 32は高さ約10.4C m、口径約7.5C mが残る。一部に自

然紬がかかる。 33は内外面共にタタキ調整で、外面にはヘラ記号を施す。 34は高さ約5.5C m、幅

20.2 C mである。 35はハソウである。高さ約6.2C m、幅10.0C mが残る。 36は瓶である。高さ約5.5

C m、口径約6.0C mで、ある。後円部から肩部にかけて自然粕がかかる。 37～45は土師器である。

37～40は高杯である。 37は高さ約3.2C mを残す。 38は高さ約7.7C m、幅約4.9C mを残す。 39は高

さ約9.6C m、幅約5.7C mを残す。外面はナデ調整である。 40は高さ約7.2C mを残す。 41、42は歪

である。 41は高さ約7C m、口径約18.0C mで、ある。調整は風化が激しく不明で、ある。 42は高さ約

5.0 C m、底径約3.5C mが残る。 43～45は甑である。 46は羽口である。長さ約7.5C m、幅6.2～6.5

C mである。色調は樟褐色から赤褐色である。 47、48は士錘である。 47は長さ5.3C m、幅1.2C ill 

- 9 -



三一早ミミ こ＝-:j ：三、 た二主主P

,\____~~o 1二二斗一己主1 」七弓ム

亡］ 」 百 三f

第7図 SXOOl出土遺物実測図（1/3)
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第8図 SXOOl出土遺物実測図(1/3、47・48・50・51は1/2)

である。

48は長さ4.4C m、幅1.8C mである。 49は石鍋である。長方形の縦耳のついた古手のものである。

撃の削痕が認められ、外面は全体的に煤の付着が認められる。 50は滑石製の管玉である。高さ1.8m

m、幅5.5mmである。 51は滑石製の有孔円盤である。厚さ 3mmで、ある。
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3. 結語

今回の調査は109.8rrlと調査範囲はわずかであった。出土した遺構は溝2、土坑4、ピットが多数

見つかった。南側は包含層に覆われ、その下からの遺構検出であった。北側は南側と比較して溝

1、土坑l、ピット 2とわずかであった。

溝（SD002）は調査区の東側で調査された、比恵遺跡群第74次調査で確認されたSD03とつながる

（図9）。時期は古代に比定できる。 SD002より北側は南側と比較して遺構の密度が薄かった。

士坑（SK007、SK024）は古墳時代後期に比定できる。

第9図 第128次調査で検出された溝(1/1,000)

12 



図版



図版1

第128次全体写真（北から）

第128次全体写真（南から）

SK007完掘状況（南から）
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